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〔序〕
我国において初めて， w資本論』における有用的効果， Nutzeffekt (利用効果
とも訳されている〉を用いて分析されたのは「流通諸費用の経済学的研究」
(安部隆一著，伊藤書庖)，第二章「保管費用」第三章「運送費用」においてで
ある 0 ・この研究を出発点とし，現在までの「保管費用J i運送費用」の研究で
は，何らかの形でこの研究に触れられている。 i保管費用J i運送費用」の研
究における論争の第一点は，運送費用が純粋流通費用と異なり，流通費用であ
りながら生産的性格を有する点にある。我々は， i保管費用J-については別稿，
「保管費用の再生産=流通についてJ (i富大経済論集」第22巻 第三号)，に
おいて検討したので，本稿では省く。
安部隆一教授は，運送費用の生産的性格について， (A) 主観価値説，但) 使
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用価値完成説，を批判され，自らは， (c) 有用的効果生産説にその根拠をおか
れる。その後の論争において， (c)有用的効果説も，有用的効果の把握をめぐっ
て異説に分かれる。その場合，問題となるのは(i)有用的効果とし寸概念につい
て， (i)対象的形態をとらぬ「生産物」の論証， (ii) I位置変化」たる有用的効果
を解明するに，如何に『資本論』の基本規定が貫徹するかで、あざ。
それ故，本稿は〔ー)I社会的再生産過程の一般的条件としての運送費用」に
おいて， B，C説を典型において検討し問題の所在を明らかにした上で， (二〕
『資本論』第一巻における有用的効果の検討に入る。なお，第二巻における有
的効果は別稿にて検討する。
I~価値論』研究J (安部隆一著，岩波書店)74-5頁において指摘されている如
く，有用的効果は社会主義経済的社会構造においても関している。~資本論』
第二巻では二ケ所かかる意味で用いられているが， ~反デューリング論』にお
ける「使用対象の有用的効果」としづ表現はとっておらぬ。いづれにしても，
まず， ~資本論』における有用的効果を検討することが課題となる。
〔ー〉 社会的再生産過程の一般的条件としての運送費用
『資本論』第二巻・第一篇「資本の姿態変換とそれらの循環」第六章「流通
諸費用J，第三節「運送費用」において，運送費用の分析がなされている。す
れば，運送費用の分析にとって如何なる「資本の姿態変換とそれらの循環」が
前提となるかが問題となる。第一篇の主題は，産業資本の姿態変換と循環の分
析であるとしても，なかんずく， I連続性における産業資本の現実的循環は流
通=および生産過程の統ーであるばかりでなく，その三循環のすべての統一」
(1) 石井彰次郎教授著「サーヴィスと生産及び国民所得J(1)及び(2)，(1経済理論」第33
号， 1956年，第34号， 1956年)1交通生産説についての一考察J(1経済理論」第27号
1955年))1交通生産説ノー トJ(1経済理論」第42号， 1958年〉参照，中西健一教授著
「マルクスにおける交通=生産説の二つの根拠J(1経済学雑誌」第37巻， 4号〉参照。
(1) IDas Kapitalj Buch r. Dietz Verlag Berlin. 1953年(以下 Buch1， Buch ][. 
とも同版， Das. Kapital-1) r， ][と略称する。)s. 98.訳，長谷部氏訳「資本論」
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の考察を主題としている。
我々は別品こおいて考察した如く，産業資本の三循環の統ーを通説とは異な
り，個別資本及び社会的総資本の再生産を表示する商品資本の循環を基軸に把
握する。運送費用の分析は上述の節に位置するが故に，かかる三循環の統ーを
前提とする。
社会的総商品資本はそれの流通部面， W'-G'. G-W，を遂行すると共に
「社会的質料変説)」を遂行するo換言すれば，商品としての使用価値・物の基
本規定， 1"使用価値は，使用または消費においてのみ，みずからを実現する。」
が貫徹する。その為， 1"この質料変換は，生産物の空間変換を，ーの場所から
他の場所への生産物の現実的運動を，条件づけうる。」
勿論，例えば建物のような商品は，それの形態変換・ W'-G' ・ G~Wは遂行
されるが，商品としての使用価値・物の消費=実現の為に「位置変化」を条件
としなし、。然し，逆に，社会的総生産物の位置変化そのものは諸使用価値・物
が消費=実現のために「位置変化」を条件とした結果である O
社会的総商品のうち，生産手段生産部門一部門工ーを構成する総商品は生産
手段生産部門内，及び消費手段生産部門一部門11-内において生産的消費さ
れ，部門Eを構成する総消費手段は，部門1，部門Eにおける労働者階級，及
び資本家階級において個人的消費される。従って，部門工の総商品は，部門
第二巻(青木書庖)1956年， 135頁，以下，第一巻，第三巻とも同版。訳書と略称す
る。
(2) 拙稿「商業資本実存条件としての商品流通(市場〉についてJ (以下「商品流通」
と略称)伴:)r富大経済論集J第14巻，第2号所収。
(3) Das Kapital-I. s. 143.訳， K-II. 193頁。 なお， Das Kapital-1. s. 109，訳，
K-1. 220頁，参照，単純商品生産=流通形式，並びに「一般的商品流通形式」につ
いては拙稿「商品流通J(1)， (2) r富大経済論集J第13巻，第三号，第13巻，第4号参
照。叉「質料変換」そのものについては，拙稿「有用的効果についての一考察Jr経
済学雑誌」第50巻，第6号参照。
(ωDas Kapital-工.S. 40.訳.K-1. 115頁。
(5) Das Kapital-I. S. 143.訳.K-II. 193頁。
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工内問，部門Iから部門Eへの各生産場所聞において，それの消費=実現のた
めに「位置変化」を必要とし，部門Eの総商品は，部門L 部門Eの労働者階
級・資本家階級の個人的消費場所への，生産場所 個人的消費場所間において
それの消費=実現のために位置変化を必要とする。更に，部門I及び部門Eの
労働者階級は労働力の再生産場所たる居住空間から，労働力の生産的消費場所
たる生産場所への労働力・自己意識ある物の位置変化を必要とする。その他，
労働者階級，資本家階級の個人的消費場所間，居住空間間における位置変化が
生ずる。生産場所内において原料及び各特殊生産段階の生産物の位置変化が生
ずるのは勿論である。
かくて，社会的総資本の正常な再生産過程が円滑に行われる為には，社会的
総生産過程の一般的条件として「諸物の使用価値はそれらの消費においてのみ
実現されるのであって，諸物の消費はそれらの場所変化(IhreOrtveranderung) 
を，つまり運輸業とし、う追加的生産過程を必要とJしうる。
さて， I空間における商品の流通，すなわち事実上の運行は，商品の運輸に
帰着する。運輸業は一方では自立的生産部門をなし，したがって，生産的資本
の特殊的投下部面をなす。他方ではそれは，流通過程の内部での且つ流通過程
のための生産過程の継続として現象することによって区別される。」
従って，運送費用の分析は次のこの問題に要約出来る。 Iすなわち，運送費
用は先づ第一に，流通費用でありながら生産費用であるのは如何なる意味にお
いてであるか，第二に，生産費用でありながら流通費用としてあらわれるのは
如何なる意味をもっているのか」。
所で，上掲の一文は商品の運送に限定している様である。確かに，運送は社
会的総再生産過程にとって不可欠な一般的条件，つまり，如何なる本来的生産
(6) Das Kapital-1[. S. 144.訳.K-1[. 193. 但し， die Ortveranderungは谷川が入れ
る。
(7) Das Kapital-1. S. 146.訳.K-1[. 196頁。
(8) I流通諸費用の経済学的研究J(前出〉以下， I流通諸費用」研究と略称，65-67頁。
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過程にとっても不可欠な条件である。従って，運送部門の分析は何よりもま
ず，これら本来的生産部門において生産される商品の運送が基軸となる。その
事は同時に，人間の運送のうち商品としての労働力の運送をも含む。更に， 1"人
間は労働にさいして，彼の既に意識し脳裡に措いている目的をもち，労働によ
って之を実現せしめるのであって，そのとき彼は彼の意志をこの目的に適うよ
う持続的に把握していなければならぬ。このことから，報知の運送(通信〉の
必要が生じてくる。」
従って， Das Kapital-1 S. 401-2.訳書 K-I.627-8頁，Das Kapital-I . 
S.50訳書， K-ll. 72頁， Das Kapital-l[. S. 90-91.訳書.K-l[. 131頁
における， dis Kommunikations-und Transportmittel， das Kommunikations-
und Transportwesen， die Kommunikationsindustrie， Kommunikationen，等々
は，商品・人間・通信を含む運送・交通・運輸とし、う概念である。
石井彰次郎教授が〔序〉の註1の論文で指摘されているように， Das Kapital-
ll. S. 50では親切にも次の様に云う， 1"交通業 (dieKommunikationsindustrie) 
一一一商品や人間のための本来的運輸業 (dieeigentliche Transportindustrie)で
あるか，報道 (Mittelung)，手紙，電信 (Telegrammen)，などの伝達 (Ueber-
tragung)であかを問わぬ一一J(訳書， K-ll.72頁〉と。
〔序〕で送べた如く，運送費用の生産的性格について， (瓦〉主観価値説，(B)使用
価値完成説， (c)有用的効果生産説と三つの型に分けられるが，但)説は人間・報
知を解明出来ぬ点に最大の難点をもっO
但)説，及び(c)説をとりながらも事実上但)説に還元しうる諸説が前提とする基
本命題は，商品としての使用価値の基本命題「使用価値は使用または消費にお
(10) 
いてのみ，みづからを実現する」を使用価値は消費=実現において始めて完成
すると解する点にある。かっその根拠を「資本論」第二巻・第一篇・第六章・第
三節「運送費用」における次の一文におく。「既成商品としての既成生産物の，
(9) 向上書， 100頁。
(10) Das Kapital-1. S. 40.訳書 K-1. 115頁c
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(des fertigen Produkts als fertigen Ware) ，ーの自立的生産場所から他のそ
れA一前者と空間的に離れたーーへの移行は，ただ，大きな規模で同じ現象を
呈する。ーの生産場所から他の生産場所への生産物の運輸につづいて， さら
に，生産部面から消費部面への既成生産物の (derfertigen produkte)運輸が
行われる。生産物がこの運動を完了したとき，それは始めて消費のための既成
品である。J(Das Produkt ist erst fertig fur die Konsumtion， sobald es diese 
Bewegung vollendet hat) 
r-w価値論』研究J(前出)I第二論文使用価値についてJ78-81頁， I第八
論文 『生産力』と使用価値」において分析されている如く，商品としての使
用価値・物はまず dunamis，potentia， latent， moglich， to be able，の位置で把
握される。 Iかかる物が現実に使用または消費されることによって，その諸属
性により現実に社会的人間の諸欲望をみたす。ここに可能的な使用価値たる
物が，使用価値たる物として，自らを実現する。しかるにこの過程は，明らか
に物が物たたることを止める過程に他ならない。」
使用価値・物は消費=実現においては，完成するどころか，逆に，刻々と使
用価値・物でなくなりつつある過程である。 (B)説が根拠とする上述の一文は次
の様に解すべきである O
まず直接的生産過程の結果としての商品の使用価値・物は，直接的生産過程
が終了したその位置でそれなりに完成している。それ故，わざわざ， Der Ue-
bergang des fertigen Produkts als fertige Wareとことわっている。他方，
Das Produkt ist erst fertig fur die Konsumtion. とは，商品としての使用価
値・物が，現実的に，消費しうる位置に移されたと解すべきである。すなわ
ち，商品としての使用価値・物は，今や，現実的に，消費=実現しうべく準備
完了している事態を指す。商品としての使用価値・物は今や消費部面に位置変
化したので、はあるが，必ずしも，それは，ただちに合目的的に消費=実現され
(1) Das Kapital-II. S. 144.訳書 K-I. 194頁。
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ているとは限らない。
第二巻，第一篇，第五章「流通時間」において分析されているように，資本
の姿態変換とその循環を期間としてみれば，まず生産時間と流通時間とからな
る。所で，生産時間は労働過程の期聞を含むが，前者は後者によって含まれな
い。生産手段が生産過程において機能する場合， I生産時間と機能時間との聞
に差が生ずる。つまり生産手段の生産時間は総じて三つの時閣を包括する。(→
それが生産手段として機能する時間，つまり生産過程で役立つ時間， ω生産過
程が，したがってまたれに合体された生産手段の機能が中断されている休止
期， c司それが過程の条件として準備されており，従ってすでに生産資本を表示
しているが，まだ生産過程に入りこんでいない時間。」
部門Iの総商品が生産手段として，合目的的に消費=実現されている過程と
はト)の生産手段の機能時間である。ここで、は，使用価値・物は現実的使用価値に
転化し，合目的的に消費=実現され，刻々と使用価値・物でなくなりつつある
過程であり，同時に，新たな使用価値が形成されつつある過程である o (=)およ
び同は使用価値・物が現実に消費=実現しうべき位置にある。(斗の休止時間は
価値増殖過程の立場からすれば， Iそれは無用な資本投下を代表す2」のであ
り，かくて， I労働を一日の24時間の全体にわたって占取することこそ資本制
的生産の内在的衝動」となる。すなわち，労働時間の延長並びに交代制。(司は
「生産過程のための条件として準備されているにすぎない潜在的生産資本部
分，たとえば紡績業における棉花・石炭などは，生産物形成者としても価値形
成者としても作用しなし、。この部分は遊休資本である，といってもその遊休は，
生産過程の中断なき流れのための一条件をなすのだゑ」
潜在的資本 latentkapital，すなわち生産的在荷は「生産物形成者としても
価値形成者としても作用しない」。使用価値・物は合目的的に消費=実現しう
ω Das Kapital-l[. S. 116.訳書 K-l[.158-9頁。
ω， (凶 DasKapital-1. S. 266.訳書 K-I.444-5頁。
間 DasKapital-l[. S. 117.訳書 K-l[.159頁。
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る位置にあるとは云え，消費ニ実現されているのではなし、。それは potentia，
凶 glは latentな位置にある使用価値・物，可能的使用価値であるo別選にお
いて考察したように，ここにおける生産的在荷は貯蔵品のー形態で、あり，商品
資本として定在した貯蔵品が，潜在的資本の形態で定在しているにすぎず，貯
蔵品そのものであることに変わりはなし、。 I事実上，在荷は三つの形態で，生
産資本の形態で，個人的消費元本の形態で，および商品在荷または商品資本の
形態で，実存する。」
社会的総商品としての使用価値・物が，それの消費=実現のため位置変化を
条件とし，位置変化した結果，消費部面に達っし，消費しうる位置に定在し，
貯蔵品の形態変化をなしたとはいえ，この位置で始めて，その使用価値・物が
完成されたものではなし、。可能的使用価値・物の，その定在の位置が変化した
に過ぎぬ。
かく云えば，周知の一見相反する次の叙述を如何に解するかが問題となる。
長文であるが引用し，検討しよう。
「剰余価値学説史」第一巻終末の一文。
(A) I採取産業，農業，および工業のほかに，なお，第四の物質的生産部面
が実存するのであって，この部面も，手工業経営，マニュフアクチュア経営，
および機械的経営としづ相異なる諸段階を通過する。というのは，運輸業のこ
とであって，人聞を輸送するか商品を輸送するかをとわなし、。資本にたし、する
生産的労働すなわち賃労働者の関係は，ここでは，物質的生産の他の諸部面にお
けると全く同じである。ここではさらに，労働対象に物質的変化が一一空間的
変化，場所的変化が，もたらされる。人間の輸送にかんしては，このことは，
企業家によって人聞に提供されるサーヴィスとしてのみ現象する。しかし，こ
のサーヴィスの買手と売手との関係は，糸の売手と買手との関係と同じよう
に，生産的労働者と資本との関係とは何の係わりもない。
(16) r保管費用の再生産=流通についてJ(前出入
(問 DasKapitaト1[.S. 134.訳書 K-IT.181頁。
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これに反し，商品にかんする過程を考察してみれば，ここでは確かに，労働
過程において，商品たる労働対象について変化が生ずる。その場所的定在が変
化され，かようにしてその使価値に変化が生ずる，というのは，この使用価値
の場所的定在が変化されるからである。」
「資本論」第二巻，第二篇，第15章における一文。これは第四稿，従って(A)
文より後。
(同 「たとえば棉花，石炭などが，その生産=または貯蔵地から資本家Xの
工場所在地までの旅に旧来の運輸で三週間かかるとすれば，新在荷の到着する
までのXの生産在荷の最小限は少くとも三週間分なければならぬ。棉花や石炭
が旅をしている間，それらは生産手段としては役だちえなし、。それらは，その
間はむしろ，運輸業およびそこで使用される資本の労働対象をなし，石炭生産
者または棉花販売者にとっては流通状態にある商品資本をなす。」
A， B文とも運送される使用価値・物を「労働対象」としている。そこで問
題は，かかる「労働対象」を如何に把握するかである。運送過程は運送される
使用価値・物の何らかの意味での生産過程であり，かかる意味で運送過程の労
働対象であるとするならば， B文は全く矛盾した論述となる。すなわち， B文
では運送される使用価値・物たる商品資本・棉花・石炭は運送過程中で「生産
手段として役立ち得なしづと云っているからである。叉，たとえ，かかる運送さ
れる使用価値・物が「運輸業およびそこで使用される資本の労働対象をなす」
と云っても，独立した運輸業が運送される物を不変資本として購入しないこと
は明白である。そこで，次の様な説がありうる。 A文を根拠に，運輸業は運送
される商品としての使用価値・物の位置という属性を生産する。換言すれば，
商品としての使用価値・物は位置としづ属性を持ち，従って，使用価値・物の
(18) iTheorien uber den MehrwertJ Teil 1. Dietz Verlag Berlin. 1956年版.s. 375 
-6. (以下 Mehrwert-1 と略称〉訳，長谷部氏訳「剰余価値学説史」資本論第四一部
L 青木書庖， 1957年， 603---4頁，以下，訳書「剰余価値学説史上Iと略称す。
ωDas Kapital-I. s. 290.訳書 K-II.379頁。
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位置とし、う属性そのものを生産すると。
A文における「一つの物質的変化J-eine materielle Veranderungー とは運
送されている商品の「空間的変化，位置変化J-eine raumliche， C eine J Orts‘ 
veranderungー そのものを指している。それゆえ， I使用価値に変化が生ずる」
-eine Anderung in seinen Gebrauchswertー も同様に，運送されている商品
の位置変化そのものと把握しうる。そこで問題は，運送費用の生産的性格を運
送される使用価値・物の位置とし、う属性の生産そのものにあるとそれの根拠を
おきうるか否かである。
商品としての使用価値・物の基本規定は(1)商品としての使用価値・物は人間
の何らかの慾望を充たしうる物であること。 (2)物はあらゆる諸属性のー全体た
ること o (紛る物の有用はその物をして使用価値たらしめること，にあZ)。従
って，属性そのものが使用価値・物たり得なし、。すなわち， I位置なる属性」
そのものが使用価値・物ではない。とすれば，この説に従えば， I位置なる属
性」が如何なる意味で、有用な属性たるかが問題となる。おおよそ，商品として
の使用価値・物はまず一定の場所に実存-Daseinー する。無規定な Sein一般
ではない。更に，かかる物は位置変化する為に定在するのではなし、。運送業の
立場からすれば，運送される物は位置変化する為に定在すると見える。しか
し，もともと物の位置変化なるものは，物がある特定の場所に定在するが故に
位置変化を必要とするのであり，その逆ではない。商品としての使用価値・物
はまずそれの生産場所において生産物として定在する。かかる生産物・物は消
費=実現されなばならぬ。使用価値・物の生産場所と，それの消費=実現の場
所とが異なり，従って，使用価値。物の消費=実現の為に位置変化が必要不可
欠となる。位置変化させられ，消費=実現しうる位置に定在する物は，ただ現
実的に，消費=実現しうる位置にあると云うだけである。位置変化させられた
使用価値・物の有用な属性そのものが，位置変化させられた結果，高まりはし
側 ITul1比百論』研究J(前日~\)第一論文「使用価値についてJ 参照。
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ない。それどころか，逆に質的悪化・量的減少すら生じる。つまり，物が如何
なる位置で実存するかは，物の消費=実現に関しており，物の消費=実現の過
程において，物そのものが現実的使用価値として，如何なる有用な属性を引き
出されているかにかかっている。かかる意味において，位置は物に関連する
が，位置そのものが有用な属性そのものではない。
まず物の直接的生産過程において， fある使用価値が原料として現象するか
労働手段として現象するか生産物として現象するかは，全くただ，その使用価
値の労働過程における一定の機能・その使用価値が労働過程において占める位
置(-Stellen-)・に依存し， この位置が変わるにつれて上の諸規定が変わる
ので、あざ。」商品としての使用価値・物はあらゆる諸属性のー全体であり，し
たがって様々な方面で使用，すなわち消費=実現しうるー全体である O かかる
意味において，商品としての使用価値・物は可能的な使用価値・物として，それ
の生産場所においてまず定在する。可能的な使用価値・物だからと云って現実
に一定の場所で存在しない使用価値・物でないのではなし、。それは具体的な物
としてF 具体的な質・量規定を持つ物として，一定の場所に定在する。さて，
生産物は「労働過程の成果であるばかりでなくその実存条件でもある。」社会
的総商品は再生産条件に規定されて，生産的消費，個人的消費される。 r労働
はそれの質料的諸要素一一それの対象およびそれの手段ーーを消費しそれら
を食いつくすのであり，つまり消費過程である。この生産的消費が個人的消費
と相違するところは，後者は生産物を生きた個人の生活手段として消耗し，前
者はそれを労働一一生きた個人の，自らを実証しつつある労働力一ーの生活手
段として消耗する，という点である。だから，個人的消費の生産物は消費者そ
みもゐで、あり，生産的消費の成果は，消費者とは異なる一五五必で、あえ」
上述の事は商品としての労働力にもあてはまる。商品としての労働力はそれ
(21) Das Kapital-1. S. 191.訳書 K-I.337頁。
倒 Das Kapital-1. S. 191.訳書 K-I.337頁。
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の生産的消費場所=生産場所において現実に消費=実現・「物的発護」する。
まさに労働そのものである。ー労働日が例えば8時間だとすれば，労働力は8
時問機能する条件として，一定時間の休息・昼食の時間を必要とする。これは
ー労働日のうちに含まれる。資本はかかる時間を出来うる限り短縮しようとし
た。一労働日において生産的に消費=実現された労働力はそれの再生産の為に
労働力の再生産場所たる居住空間へ位置変化することを条件とする。労働力の
生産的消費場所からそれの再生産場所たる居住空間にそれが位置変化した結
果，労働力の担い手たる労働者は今や労働力が再生産しうる場所=居住空間に
定在する。かかる位置変化そのものは何ら労働力を再生産せぬ事， 明白であ
る。正常な労働力の再生産の為には一日24時間のうち，休息時間(睡眠時聞を
含む〉をさしヲ|し、た後，さらに「人間的教養や精神的発展や，社会的職分の遂・1
行や，社交や，肉体的および精神的生命力の自由な活動のための時品目を必要
とする。かかる為に個人的消費場所聞において位置変化が必要となる。居住空
間において生活手段を消費=実現し，その結果，再生産された労働力・労働者
そのものは，再びそれの生産的消費場所への位置変化を必要とする。居住空間
から，それの生産的消費場所へ労働力が位置変化したからと云って，何ら労働
力が新たに再生産されぬ事明白である。それどころか，減少すらする。かく
て，商品としての労働力の実存とはまさに再生産過程における一定の具体的な
場所における実存であり，かかる定在が前提でもある O
すれば， A， B文における労働対象は如何に解すべきか。運送過程において
生産されるのは「位置変化」という一定の有用的効果であり，これは対象的形
態をとらず生産されるとすぐ消滅するため，運送過程たる「位置変化」という
有用的効果の直接的生産過程内でのみこれを消費しうる。かかる意味で運送過
程において運送される物は労働対象として現象する。ことに，運送業者の立場
ω Das Kapital-I. S. 191-2.訳書 K-I.457頁。
倒 Das Kapital-I . S.275.訳書 K-I.457頁。 r労働日」の本格的な分析は r資本
l論』の賃労働分析_J (佐武弘草署，新評論)r第五稿，労働日について」参照。
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にたてば，運送される物は，その物がある特定の位置に定在するが故にその物
の規定からして，位置変化を必要とすると把握されるのではなく，逆に，物は
運送の為に定在すると見えるだけになお更である。 A，B両文における労働対
象とは運送される使用価値・物が， 1"位置変化」としづ有用的効果の消費過程
に入っている事態を現象するままに叙述したものである。かく把握して始め
て「人間の輸送にかんしては，このことは企業家にとって人間に提供されてサ
ーヴィスとして現象する」という意味がとける。
すれば，次のように反論されるであろう。つまり「位置変化」としづ有用的
効果は対象的形態をとぬ「生産物」ではなく， 1"サー ヴィス」・ Dienst，あるい
は，運送労働の有用な作用そのものであると。そこで以下， ~資本論』第一巻，
第二巻における有用的効果の検討に入らざるを得ないが，本稿では，第一巻に
おける有用的効果のみを検討する。
〔ニ) ~資本論』第一巻における有用的効果
『資本論』第一巻において有用的効果としづ概念は11ケ所で使用されてい
るO 原書 46(=7)， 82( =37)， 340( =305)， 343(=309)， 344( =310)， 355( = 
322)， 362( =328)， 500( =467)， 512( =479)， 534( =497)， 639( =595)，但し
( )内は初版のページ。初版と第二版・現行版を通じて，全て同じであるが，
46， 639ページに若干の変更がある。これについては後述。一見，散在して使
用されているようであるが，さしあたり，形式的に考察してみよう。
まず， 46， 82頁は第一篇，第一章「商品J，第二節と第三節にあり，有用的
効果の基本規定に関しているo 340， 343， 344頁は第四篇，第11章「協業」で
あり， 340頁は有用的効果と生産手段， 343頁は協業と有用的効果， 344頁は協
(1) 前出の石井彰次郎教授著の論文「サーヴィスと生産及び国民所得(2)J38-39頁。住
(13)において，第一巻，第二巻における有用的効果の使用個所が掲げられている。第一
巻では，原本 s.340， S. 500， S. 512.の有用的効果が脱落。叉前出の中西健ー教授
の論文では，第一巻では原書， S. 82， S. 355， S. 500， S. 512の4ケ所，第二巻では
原書， S. 314が脱落している。
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業における有用的効果と価値規定に関しているo 355頁， 362頁は第四篇，第12
章「分業とマニュファクチュア」であり， 355頁は部分労働と有用的効果， 362 
頁は部分過程における有用的効果と価値規定に関係している。 500，512， 639 
頁は，大工業における有用的効果であり，そのうち， 500頁では，大工業が生
産する商品量・有用的効果と価値規定に関しており， 639頁では，有用的効果
が労働手段との関連で問題となる。 512頁では有用的効果が技術学， 自然科学
との関連で問題となるO 更に， 534頁では，第五篇第14章「絶対的剰余価値の
生産と相対的剰余価値の生産」にあり，有用的効果が生産的労働との関連で問
題となる。従って，これは，大工業，並びに46頁の基本規定に関していると云
える。そこで， (1)有用的効果の基本規定， (2)有用的効果と「協業J，(3)有用効
果と「マニュファクチュアJ，(叫有用的効果と「大工業」と整理して，以下順
次検討する。
(1) 有用的効果の基本規定
有用的効果の基本規定についての考察は，我々はすでに拙稿「有用的効果に
ついての一考察J(1経済学雑誌」第50巻，第6号〉においてなしているので，
以下，この分析を前提とし，主題に必要な限りでのみ考察する。
まず有用的効果とは何であろうか。 w資本論』第二巻，原書， 264頁，及び
228頁において，商品としての使用価値・生産物として把握されている;従っ
て，有用的効果の基本規定についての問題は如何なる意味において商品として
の使用価値・生産物が有用的効果として把握されるのであるかである。
有用的効果とし、う概念が『資本論』において如何に重要な概念であるかは次
の点が示している。『資本論j]，第一巻，第一篇「商品と貨幣」第一章「商品J
第二節「商品で表示される労働の二重性格」にまず出てくる。 All上衣は，ー
の特殊的慾望を充たすー使用価値で、ある。それを作りだすためには，ある一定
種類の生産的活動が必要である。この活動は，それの目的，作業様式，対象，手
(2) r有用的効果についての一考察J(前出)， 77頁参照。
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段，および結果によって規定されている。それの有用性がかようにそれの生産
物の使用価値においてーーまたはそれの生産物がーの使用価値であるという点
において一一表示される労働を，吾々は簡単に有用的労働と名づける。この観
点のもとでは，労働はつねに，それの有用的効果に関連して考察される。」
初版では，最後の一行について，第二版，現行版では省かれているが親切に
次のように云う。 A2Iこの有用的効果をもたらすということが，労働の目的と
するところである。J Unter diesem Gesichtspunkt ist sie stets betrachtet in 
Bezug auf den Nutzeffekt， dessen Hervorbringung sie bezweckt. (アンダーラ
イ γは谷川[)。
Al文は第一篇，第一章，第一節「商品の二要因，一一使用価値と価値」にお
ける商品の構造分析， 商品く躍価値を受けて，第二節「商品で表示される
労働の二重性格J= I私的諸労働の二重の社会的性格」の構造分析に入ってい
る。つまり. I商品で表示される労働の二重性格」の二者斗争性→商品として
の使用価値→具体的有用的労働，商品価値→抽象的人間的労働， I商品として
表示される労働」とし寸分析順序の最初の段階に位置する。これは，第一節
「商品」の，商品一一一商品としての使用価値一一一商品価値一一商品， とし、う分
析順序に照応している。従って， Al文は， 商品としての使用価値→「商品で
表示される労働の二重性格」のー側面としての具体的有用的労働そのものの分
析である。
さて，この分析の順序とは逆に，分析されている結果を， I一定種類の生産
的活動J=有用的労働そのものを主体として把握し，それが目的とするものを
見れば，有用的労働は A2文で補足されている如く，有用的効果をもたらすこ
とを目的としている。それ故，具体的有用的労働を主体として，有用的労働そ
(3) Das Kapital-1. S. 46.訳書 K-I124頁。
(4) Das Kapital-1. 1867年， S.7.初版，復刻版， 1959年，青木書庖。
(5) 1価値論』研究J(前出〉第一論文「商品について」参照， ことに 22ー 24頁， 51 
-57頁。
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のものが企図した， これが目的としているところの，これが生ぜしめるところ
の生産物を有用的効果と把握している。 I労働過程」としてみれば「つまり労
働過程においては，人間の活動が労働手段によって，そもそもから企図された
労働対象の変化を生ぜ、しめる。過程は生産物においては消失する。過程の生産
物はーの使用価値で、あり，形態変化によって人間の慾望に適合せられたーの自
然質料である。労働はその対象と結合した。労働は対象化されており，対象は
加工されているO 労働者の側で、は不静止の形態で、現象したものが，いまや生産
物の側では静止的属性として，存在の形態で，現象する。彼は紡いだのであ
り，生産物は紡がれたもので、ぁ去)。」
従って， bezweckte Nutzeffektとし、う表現が，原書， 82， 355， 362， 500， 512 
頁と出て来る。叉， 原書500頁，訳書， K-I， では Inormale Sicherheit 
des Resultate d. h. Produktion eines bestimmten Quantums Ware oder eines 
bezweckten Nutzeffekts in gegebnem Zeitraum.J と結果の正常な確実性=与
えられた時間内で、の，一定商品量の生産ニProduktioneines bezweckten Nutz・
effektとなっている。従って又，一定の有用的効果は，一定の規模を持つ。原
書， 343頁， der Umfang des Nutzeffekt.， 
もともと「商品で表示される労働J=I私的諸労働の二重の社会的性を持つ労
働」の生産物が商品である。かかる独自な社会形態を持つ労働の生産物が商品
であるから，上述の如く一定量の商品と「企図された所期の有用的効果」とが
同格におかれても矛盾しない。 I商品で表示される労働の二重性格」は具体的
有用的労働と抽象的人間的労働の対立=統ーとして，かかる労働として実存す
る。したがって bezweckteNutzeffektは，それを生産するに必要な労働時間と
の関連でも把握される。原書， 344頁， 362頁における有用的効果-S.344， die 
zur Produktion eines bestimmten Nutzeffekt notige Arbeitszeit， S. 362. Die 
notwendige Arbeitszeit zur Erreichung des bezweckten Nutzeffekt in jedem 
(6) Das Kapital-1. S. 189.訳書 Kー工.334-5頁。
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-240ー
T eilprozess.なお，原書， 82頁の Robinson物語の例に使用されている有用的
効果については別稿でふれる。
以上，商品の分析に関する限りでの基本規定を考察したが，かかる規定は資
本制的生産にも貫徹すると同時に更に独自な形態を持つ。原書534頁における
有用的効果。これは，第一巻，第五篇「絶対的および相対的剰余価値の生産」
第十四章「絶対的および相対的剰余価値」に位置する。
B Iだから，生産的労働者の概念は，けっして活動と有用的効果との一一
労働者と労働生産物との一一一 一関係を含むばかりでなく，労働者を資本の直
接的増殖手段たらしめる独自的に社会的な，歴史的に成立した・一生産関係を
も含むのである。」
一二 一 具体的有用的労働B文は「商品で、表めされる労働の一重性格」 く抽象的人間的労働・資本の生
労働過程 、企 4L (8) 
産過程く価値増殖過程という構辺分析の結果を別提として，更に，第三篇「絶
対的剰余価値の生産」第四篇「相対的剰余価値の生産」の総括としての位置に
ある。我々は前出の拙稿において，第三篇，第五章，第一節「労働過程」の位
置で，有用的効果と「労働過程」を考察し，有用的効果の基本規定を分析した。
第五篇では，第三篇での生産的労働の概念が一方では，すなわち労働過程の
側面では独自な形態で拡大すると共に，他方では，すなわち価値増殖過程の側
面では，狭少となる点を総括している。生産的労働，それの担い手たる生産的
労働者の概念が問題となっている。それ故，まず商品としての労働力の「物的
発現」たる「労働そのもの」の位置， energia， actuの位置で分析されている O
「労働そのもの」とは「商品で表示される労働の二重性格J= I私的諸労働の
二重の社会的性格」を持つ労働である。この労働が更に，可変資本の実存形
態・賃労働としての規定を持つにいたる。第三篇，第四篇において，かかる独
自な実存形態を持つ労働の理論的，歴史的分析をへた後の総括である。さて，
可変資本の実存形態たる賃労働の具体的有用的労働と，それが目的とし，企図
(7) Das Kapital-1. S. 534.訳書 K-I.804頁。
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するところの生産物との関係がまず， energiaにおいて，次いで， dunamisに
おいて握把される。一 Iein Verhaltnis zwischen T五tigkeitund Nutzeffekt， 
zwischen Arbeiter und ArbeitsproduktJすなわち， ここでの T五tigkeitは第
一篇，第一章，第二節，並びに第三篇，第五章における本源的規定たる「一定
種類の生産的活動」を出発点として，それの実存形態の変化の分析を通じて見
直されている「活動」すなわち有用的労働である。
かくて，以下，かかる有用的効果の基本規定にいたる分析を，有用的効果の
基本規定に必要な限りで以下，順次，考察しよう。
(幼 有用的効果と「協業」
第四篇，第十一章「協業」において，有用的効果は，原本340，343， 344頁
と三ケ所使用されている。 340頁の有用的効果は協業における有用的効果と生
産手段との関連で問題となっている為，後に検討する。
有用的効果と協業そのもの一一原本， 343頁一一一，協業における有用的効果
と，それを生産するに必要な労働時間一一一原本， 344頁一一一， としづ関連で問
題となっている。従って，以下，有用的効果を労働過程，価値増殖過程，それ
らの統一の観点からそれぞれ検討する。
単純協業は協業一般ではなく，賃労働における協業である。すなわち，商品
としての労働力が市場で存在し，これが一定量の資本のもとに包摂される。
直接的生産過程において，結合労働日が成立し結合労働力という新たな，
独自な社会的労働の生産力が成立する。すなわち「結合労働日の独自的生産力
は，労働の社会的生産力または社会的労働の生産力である。これは協業そのも
(8) iW'価値論』研究J(前出〉第二論文， 122-125頁。第7論文「有機的構成につい
て」参照。
(9) 以下の考察に必要な「商品で表示される労働」の実存形態の理論的，歴史的分析
は，向上書，第五論文「簡単労働と複雑労働」に依拠する。叉rW'資本論』の賃労働分
析J(佐武弘章著)(前出)第四，第五稿参照。
(11功 「生産力」については， rW'価値論』研究J(前出)r第八論文『生産力』と使用価
値」参照。
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のから発生する。」
さて.1"結合労働日の独自的生産力JJのうち「決定的瞬間に多量の労働を少
時間に流動させる」場合がある。
「多くの生産部門では決定的瞬間，すなわち，その聞に一定の労働成果が挙
げられねばならぬような， (wahrend deren bestimmte Arbeitsresultate erzielt 
werden mussen)労働過程そのものの本性によって規定された時期がある。た
とえば，一群の羊の毛をからねどならぬ場合，または，幾モルゲンかの穀物畑
を刈取って収穫せねばならぬ場合には，生産物の量と質とは，作業が特定の時
期に始められれ特定の時期に終えられるか否かに依存する。かかる場合には，
労働過程が占めるべき期聞は，たとば緋漁の場合のようにちゃんと決ってい
る。個々人は一日から，たとえば十二時間のー労働日を切りだしうるだけであ
るが，たとえば百人の協業は，十二時間の一日を千二百時間のー労働日に拡大
する。労働期間の短期性が，決定的瞬間に生産場所に投げられる労働分量の大
いさによって償われる。この場合には，活動が時期よろしきをえるか否かは多
数の結合労働日が同時に充用されるか否かに依存し，その有用的効果の範囲
(der Umfang des Nutzeffekts)は労働者数に依存する，一一ーとし、っても，この
労働者総数は，個々別々ならば同じ期間に同じ活動場面を充たさねばならぬ労
働者の総数よりも常に少い (dieAnzahl der Arbeiter， die vereinzelt in dem-
s品 enZeitraum denselben Wirk叫 srauma凶伽1WU地色」例えば，ここ
での註16が示すように，かかる協業は農業において重要である。又，註17が示
すように，もし決定的瞬間に労働が投入されねば獲得されるべき「一定の労働
成果」たる「生産物の量的減少および質的悪化」が生じるo 1"労働過程そのも
のの本性」により，例えば綿花を収穫すべき労働過程の時期と期聞が与えられ
ている。その労働期聞を10日間とする。この間に，ある与えられた面積におい
ωDas Kapital-1. S. 345.訳書 K-1. 553頁。
(四:) Ebenda. S. 345.向上書 553頁。
側 Ebenda. S. 345.向上書 553ー 554.頁。
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て存在する収穫されるべき綿花=I一定の労働成果」が収穫されねばならぬ。
従って，収穫されるべき面積が大であればあるほどiすなわち収穫されるべき
一定の労働成果が大で、あればあるほど， より大規模な結合労働日を必要とす
る。あたえられた面積の綿花の収穫=獲得されるべき一定の労働成果に，例え
ば， 10間， 1日12時間労働， 100人の結合労働日でもって，一日 αトンの綿花が
収穫されるとすれば， 10日間で12，000時間，10aトンの綿花が収穫される。
すれば，10aトンの綿花が収穫されるには，少くとも 1日1，200時間の結合労
働日が得られるか否かに依存する。もし結合労働日の規模がこれ以下であれ
ば，この場合，時期を失っし，労働期間， 10日間を超過する労働期間において収
穫された綿花は同じ結合労働日でその質的悪化，量的減少が生じる。従って，
収穫されるべき綿花・収穫されるべき一定の労働成果の質と量，すなわち一定
の「有用的効果の規模J(der Umfang des Nutzeffekts)は結合労働日を形成
する労働数一一100人以上一ーに依存する。とは云え， 1200時間の結合労働日
は独自な社会的生産力として時期よろしく (Dierechtzeitige Wirkung.)作用
する。それ故， この労働者数，一一100人一ーは個々の労働者が1日12時間，
個々に労働し，かかる「独自な社会的生産力」を形成しない場合の労働者総数
よりもより少ない。
単純協業すなわち結合労働日を形成する結合労働は「商品で表示される労働
の二重性格J=I私的諸労働の二重の社会的性格を持つ労働Jである。それ故，
結合労働の生産物は商品量である。 I結合労働日は，個々別々の個別的労働日
の同等量の合計にくらべれば，より多量の使用価値を生産するのであり，した
がって，一定の有用的効果を生産するために必要な労働時聞を減少させる。」、
10aトγの綿花を収穫するために100人の結合労働日， 1200時間は独自な社
会的生産力として作用する。個別々の労働日， 1日12時間でもって10aトンの
綿花を収穫しようとする場合，かかる労働日は独自な社会的生産力を形成せ
(14) Das Kapital-1 S. 344.訳書 K-1. 553頁。
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ず，したがって， 100人以上の労働者数，労働時聞を必要とする。かくて， 10 
G トγの綿花たる一定の有用的効果を生産する為の必要労働時間は結合労働日
でもって収穫された場合よりも増大する。
「商品で表示される労働の二重性格J=I私的諸労働の二重の社会的性格を持
つ労働」が，結合労働日として実存し，独自な社会的生産力として作用する具
体的的有用的労働そのものからみた獲得されるべき一定の労働成果，生産物，
綿花が有用的効果と把握され，かっ，これを生産するに必要な労働時間と，価
値実体の側面との関連で把握されているO もし，一定の有用的効果を具体的有
用的労働の有用な作用そのものと把握すればどうなるであろうか。流通過程に
おいて，可能的使用価値として，生産力のー要因として，可能的な生産諸力と
して存在していた労働諸力は，資本によって購買され，合一され，直接的生産
過程内で結合労働日として存在する。現実的使用価値たる「労働そのもの」
「労働力の物的発現」として合一され， I労働の生産力J I多数の力が一つの
総力に融合」され「一生産力の創造J， I独自的生産力JI労働の社会的生産力
または社会的労働の生産力J(前出〉として作用する。これがまさに具体的有
用的労働の有用な作用そのものである。この説に従えば， I労働の生産力」そ
のもの「必要労働時間」を規定する事になる。然、るに「商品で表示される労
働」の「対立的運動は，労働の二者斗争的性格から生ずる。生産力なるものは
もちろん常に，有用的，具体的労働の生産力であって，事実上ではただ，与え
られた時間内における合目的的，生産的活動のみを規定するのである。だか
ら，有用的労働は，それの生産力の増大または低下に正比例して，より豊富な
またはより貧弱な，生産物の源泉となる。これに反し，生産力の変動は，価値
で表示される労働とは絶対的にまったく無関係で、ぁZ。」
(15) Das Kapital-1 S. 211.訳書 K-1 366頁。
倒 Ebenda. S. 341.向上書 549頁。
(17) Ebenda. S. 50-51.向上書 130-131頁。 なお生産諸力と生産力とについては，注
仰の論文を参照。後述。
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きて，協業の規模は個々の資本家が労働力の購入に支出しうる可変資本，並
びに生産手段の購入に支出する不変資本の大いさに依存する。
結合労働日を形成し，独自な生産力たる結合労働すなわち「大きな規模で行
われる直接に社会的または共同的な労働は，多かれ少かれ或る指揮を必要とす
るのであって，この指揮により，個別的諸活動の調和が媒介され，全生産体の
ーーその自立的諸器官の運動と区別される一一運動から生ずる一般的諸機能が
遂行される」。労働力の使用そのものは資本に属する。それ故，結合労働日，独
自な生産力は資本に属する。従って， 1"指導・監督および媒介」というこの機能
は資本の機能となるO 資本の機能は同時に自己増殖，労働力の搾取の機能でも
あり，かくて「資本家の指導は，社会的労働過程の本性から生じて資本家に属す
る特殊的機能であるばかりりではなく，それは同時に，一社会的労働過程の搾
仰)
取の機能でありJ，両者は二者斗争的であるが「形式からみれば専制的で、ある。」
勿論，結合労働日の成果をたる，一定の有用的効果，一定の商品量一一剰余
価値を含む一一ーは資本に属する。かくて， 労働者が自ら自己の労働の企図す
る目的，一定の有用的効果を設定するのではなく， 1"彼等の諸労働の連絡は，
観念的には資本家の計画として，実践的には資本家の権威として，彼等の行為
を自己の目的に従属させる他人の意志の力として，彼等に対応する。」
従って叉， 1"社会的労働去としての労働者が展開する生産力は，資本の生産晃」
として現われる。これは資本にとって無償である O
(3) 有用的効果と「マニュファクチュア」
第四篇，第十二章「分業とマニュファクチュア」では，有用的効果は原書，
355， 362頁と二ケ所に使用されている。前者は第二節「部分労働者とその道
具，後者は第三節「マニュファクチュアの両基本形態」においてである。ここ
で、は， かかる有用的効果の考察に必要な限りでのみ， 1"マニュファクチュア」
(18) Das Kapital-I S. 346.訳書 K-I. 555頁。
仰，位。，(21) Ebenda. S. 347.向上書 556-7頁。
ω Ebenda. S. 349.同上書 558頁。
を問題とする。
マニュファクチュア一一分業にもとづく協業一ーは「人聞をその諸器官とす
る一生産機構である。」その成立起源が，一生産物を構成する部分生産物の各
自立的手工業者達の，同じ資本家のもとでの一個の作業場における結合，ある
いは，同種又は同ーの生産物を生産する多数の自立的手工業の同じ資本のもと
への同時的，同作業場への結合，のいづれであれ，一生産物の「生産過程をそ
の特殊的諸段階に分解することが，一手工業的活動をその種々なる部分作業に
分解することとまったく一致する。」
それ故，労働者は，一方では自立的生産者として持っていた全体的な広がり
において営む習慣，能力を失う反面，彼の行為は一面化し，狭搾された活動部
面に最も合目的的な形態となる。今や「商品は，種々様々な作業をする自立的
手工業者の個人的生産物から，めいめいはたえず一個同ーの部分作業のみを行
う手工業者たちの合ーしたものの社会的生産物に，転化する。」
自立的な手工業者がその労働， I商品で表示される労働の二重性格」におい
て，所期の有用的効果として直接的に持っていた商品としての使用価値・物
は，今や， I分業にもとづく協業」たる独自な社会的生産力の社会的生産物に
転化する。他方，部分労働者の有用的効果は，自立的な手工業者が持っていた
有用的効果よりも，より狭搾され，制限されたものとなる。
労働の部分化，一面化，それに適合する合目的的な労働形態のみならず，か
かる形態で生涯にわたってなす。その結果，部分労働者の身体全体そのもの
が，部分作業の自動的，一面的器官に転化し，全列系にわたっての諸作業を行
う自立的手工業者にくらべて僅かの時間しか消費しなくなる。
「しかるにマニュファクチュアの生きた機構を形成する結合された全体労働
者は，かかる一面的な部分労働者たちのみから成立っている。だから，自立的な
(1)(2) Das Kapital-1. S. 354.訳書 K-1. 566頁。
(3) Ebenda. S. 353-4.同と書.564頁。
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より僅かの時間でより多く生産される，あるいは労働の生
その部分労働が自立化して一人物
手工業に較べれば，
産力が高められる。また部分労働の方法が，
の排他的機能となった後に完成されもする。制限された同じ所作のたえざる反
この制限された所作への注意の集中とは，経験上，最少のの力でもって
所期の有用的効果を挙げることを教える。」
復と，
分解され，固定化され，制限され
かかる部分作業が要求する機能た目的とそれに規定された仕方様式の固定化，
に最も合目的的に適合すべく部分労働者は生涯にわたって自己の行為を反復的
自立的手工業者のに行う。今や，注意力として発現する彼の合目的的意志は，
一部分機能，作業として行うようよりも，はるかに集中される。彼の身体そのも
のがかかる独自な部分機能に合致すべく発展する。部分機能は自立化，専門化
その内容においても，いわゆる技術上のコツ(die so gewonnenen すると共に，
technischen kunstgriffe)が確保，推積，伝達される。操作， operationは巧妙
さを増し，成熟してし、く。特殊な，独自な有用的効果に規定された独自な労働
形態に，最も合目的的に適合した労働用具が形成される。労働形態の分化，特殊
?「?したがって多様化する。化に照応して，道具そのものも分化，特殊化し，
ニュファクチュア時代は，労働用具を部分労働者の排他的な特殊機能に適合さ
それを簡単化し，改良し，多様化する。それと同時に，
時代は，簡単な諸用具の結合から成り立つ機械の物質的諸条件の一つを創造
すぎ。」かくて「細目労働者と彼の用具とはマニュファクチュアの簡単な要素
をなす。」
このせることにより，
マニュファクチュアは賃労働の分業にもとづく協業である。それ故，独自な
マニュファクチュアの協業は単純協業と社会的生産力が成立する。とは云え，
マニュファクチュア独自の分業原則にもとづいた協業で、ある。マニは異なり，
567頁。
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Das Kapital-1. S. 355.訳書 K-I
Ebenda. S. 358.向上書.571頁。
(4) 
(5)(6) 
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ュファクチュア独自の分業原則は「種々の生産諸段階一一ちょうど同数の手工
業的な諸部分労働として相互に自立化させられているそれら一一ーの孤立化を生
ぜ、しめる。」 かかる分業原則によって生ず、る生産過程の特殊化，孤立化は，マ
ニュファクチュアの二つの基本形態一一一異種的マニュファクチュアと有機的マ
ニュファクチュアーーにも貫徹する。全過程としてみれば， i各部分労働者の
部分生産物は，同時に，同じ制作物の特殊的発展段階にすぎぬのであるから，
ー労働者は他の労働者に，またー労働者群は他の労働者群に，その原料を提供
するのである。前者の労働成果は後者の労働のための出発点をなす。だからこ
の場合には，一方の労働者が直接に他方の労働者を就業させるのである O 各部
分過程で所期の有用的効果を挙げるための必要労働時間は経験的に確定される
のであって，マニュファクチュアの全機構は，与えられた時間内に或る与えら
れた成果が達成されるとし、う前提に立脚している。」
マニュブァクチュア独自の分業原則が生ぜしめた生産過程の特殊化・孤立化
は，かかる部分過程を構成する部分労働者，部分労働者群の部分生産物が各部
分過程の出発点，帰着点、となって，各生産段階の生成の系列が関連づけられ
る。部分労働者の有用的効果は過程としてみても，過程の結節環をなす。つま
り部分過程の一部分機能にのみ同化され，かかる部分機能の生涯的器官に転化
している部分労働者の手工業的技術が技術的基礎である。それ故「各部分過程
で所期の有用的効果を挙げるための必要労働時間は経験的に確立される。」 か
くして，上述の如き部分過程，部分生産物よりなる全機構は， i与えられた時
間内に或る与えられた成果が達成されるとし、う前提に立脚する。」
今や，全労働過程の連続性が確保され，従って，全く異った，各特殊部分過
程における部分労働の連続性，一様性，規則正しさ，秩序，および殊に労働強
度が生み出される。 i与えられた労働時間内に与えられた分量の生産物を提供
(7) Das Kapital-1. S. 360. S. 398.訳書K-I. 574頁， 623頁。
(8) Das Kapital-1. S. 361 包.訳書 K-1. 575--6頁。
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することが生産過程そのものの技術的法則となる。」 換言すれば，部分労働が
与えれた時間内で，与えられた分量の，所期の有用的効果を生産すると云うこ
とが，生産過程そのものの技術法則となる。
他面， r-部分労働者の一面性はもちろん不完全性さえもが，全体労働者の手足
としての彼の完全性となる。」つまり，部分労働者の特殊化，一面化， 独自
化，そのものが全体労働者の構成要素としての一般化である O それ故， 1"商品
で表示される労働の二重性格J= 1"相互に独立して営まれる私的諸労働の二
重の社会的性格を持つ労働」は，全体労働者のみに妥当する。1"部分労働者
は商品を生産せずJ 1"部分労働者たちの共同的生産物が初めて商品に転化す
る。」
部分労働者は賃労働である。それ故， 1"機能しつつある労働体は資本の一実
存形態でありJ 1"多数の個別的部分労働者から構成される社会的生産機構は資。2)
本家に属する。」 従って，全体労働者の共同的生産物は資本に属する。他方，
不具化し，資本家の作業場でのみ機能しうる労働力となった部分労働者は「資
本家の作業場への附属物としてのみ生産的活動を展開する。」 独立した，全体
労働として必要な「物質的生産過程の精神的諸能力」は，部分労働者から分離
し，資本に集積する。独自な二重性格を持つ精神的諸能力は再び， 1"資本の名
で指揮する産業将校(支配人， マネジャー〉と産業下士官(職長)Jに集約的に
渡される。「監督労働が彼等の排他的機能に固定する。」かかる独自な分業は，
マニュファクチュアでは一層発展する。全体労働者の有用的効果たる共同生産
(9) Das Kapital-1. S. 362.訳書 K-1. 576頁。
(10) Das Kapital-1. S. 366.訳書 K-I.582頁。
(1) Das Kapital-1. S. 372.訳書 K-1. 589頁。
(12) Das Kapital-1. S. 378.訳書 K-1. 597頁。
(13) Das Kapital-1. S. 378.訳書 K-I.598頁。
凶 DasKapital-1. S. 379.訳書 K-1. 598頁。
。日， (1印 DasKapital-1. S. 348.訳書 K-I.557頁。
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-250ー
物は勿論のこと，かかる有用的効果を把握するに必要なすべての機能が資本に
属し，かえって，部分労働者に対立し，支配する。1"部分労働者たちにたい
し，物質的生産過程の精神的諸力能を他人の所有として・また彼等を支配する
力として・対立させるということは，マニュブァクチュア的分業のー産物であ
る。」 (未完〉
(17) Das Kapital-1. S. 348.訳書 K-I.557頁。
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